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ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
』
の
中

で
、
政
変
・
戦
争
・
災
害
等
の
混

乱
に
乗
じ
て
、
過
度
な
市
場
原
理

主
義
を
進
め
て
金
儲
け
に
利
用
す

る
手
法
を
「
惨
事
便
乗
型
資
本
主

義
」
と
し
た
。
海
外
で
は
軍
事
独

裁
政
権
下
の
チ
リ
で
導
入
さ
れ
、

米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
や
ス
マ

ト
ラ
島
地
震
な
ど
で
も
進
め
ら
れ

た
と
指
摘
す
る
▼
さ
て
６
４
３
４

人
が
亡
く
な
っ
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
27
年
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
規
模
を
縮
小
し
つ
つ
も
、
今
年

も
県
下
で
多
く
の
追
悼
式
が
な
さ

れ
た
。
震
災
で
は
被
災
者
の
多
く

が
住
ま
い
を
失
い
、
長
期
の
避
難

所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
神

戸
市
は
、
震
災
後
の
都
市
計
画
を

一
方
的
に
策
定
し
、
神
戸
空
港
や

地
下
鉄
海
岸
線
な
ど
の
大
規
模
公

共
事
業
を
展
開
。
新
長
田
駅
南
側

の
大
規
模
な
再
開
発
は
大
失
敗
に

終
わ
り
、
３
２
６
億
円
も
の
赤
字

を
生
み
出
し
た
▼
こ
の
手
法
は
、

東
日
本
大
震
災
で
も
い
っ
そ
う
顕

著
と
な
り
、
仙
台
空
港
や
水
道
の

民
営
化
、
水
産
業
特
区
創
設
な

ど
、
被
災
者
の
生
業
復
興
と
は
程

遠
い
政
策
が
推
し
進
め
ら
れ
た
。

震
災
を
機
に
民
営
化
や
規
制
緩
和

を
進
め
る
姿
は
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク

ト
リ
ン
そ
の
も
の
で
あ
る
▼
昨
今

の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
医
療
で
も
遠

隔
診
療
が
な
し
崩
し
的
に
恒
久
的

導
入
さ
れ
た
。
世
界
規
模
で
人
々

の
健
康
と
い
の
ち
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
下
で
も
、
世
界
の
富
裕
層
へ

の
富
の
集
積
は
加
速
し
た
と
い

う
。
災
害
時
こ
そ
憲
法
25
条
に
基

づ
い
た
生
活
再
建
を
掲
げ
、
今
後

は
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
も

う
一
つ
の
訳
で
あ
る
「
火
事
場
泥

棒
資
本
主
義
」
を
繰
り
返
さ
な
い

取
り
組
み
を
進
め
た
い
。 

（
蓮
）

　

カ
ナ
ダ
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
ナ

オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン

は
、
２
０
０
７
年
に

上
梓
し
た
書
籍
『
シ

２０２２年(令和４年)２月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１９９６号（１）
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研
面

究 ６面保険診療のてびき
心不全－その病態から新規薬物治療まで（下）

健康づくり推進プラン（第３次）等
兵庫県にパブコメ提出 ３面

診療報酬改定「議論の整理」のポイント ２面

５回連続全体マイナス改定

コロナ禍でも医療費抑制改めずコロナ禍でも医療費抑制改めず

オ
ン
ラ
イ
ン
政
策
研
究
会

社
会
保
障
費
拡
充
で

必
要
な
コ
ロ
ナ
対
策
を

　

こ
ん
な
改
定
率
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
!!　

厚

生
労
働
省
は
昨
年
12
月
22
日
、
２
０
２
２
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
、
全
体
で
マ
イ
ナ
ス
０
・
94
％
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

社
会
保
障
費
抑
制
路
線
の
下
、
５
回
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
で
あ

り
、
協
会
は
改
定
内
容
に
つ
い
て
の
抗
議
声
明
を
理
事
会
で
採
択

（
前
号
既
報
）。
今
後
の
国
会
行
動
で
、
社
会
保
障
拡
充
へ
舵
を
切

る
よ
う
、
引
き
続
き
求
め
て
い
く
。

　

今
回
の
改
定
は
２
年
間
に
わ
た

る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診
抑
制
や

感
染
対
策
費
用
増
加
等
に
よ
り
、

医
療
機
関
経
営
が
悪
化
す
る
中
で

行
わ
れ
た
。
改
定
に
あ
た
り
協
会

は
、
大
幅
プ
ラ
ス
改
定
を
求
め
る

院
長
署
名
１
１
１
４
筆
を
集
め
、

12
月
16
日
に
国
会
に
提
出
す
る
な

ど
、
政
府
・
国
会
議
員
へ
の
要
請

を
進
め
て
き
た
が
、
全
体
改
定
率

・
本
体
改
定
率
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
２
０
２
０
年
度
よ
り
も
低

く
抑
え
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
本
体
改
定
率
の
内
訳
で

は
、
不
妊
治
療
の
保
険
収
載
（
プ

ラ
ス
０
・
20
％
）
と
コ
ロ
ナ
入
院

患
者
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る

病
院
の
看
護
職
員
の
待
遇
改
善

（
プ
ラ
ス
０
・
20
％
）
と
で
プ
ラ

ス
０
・
40
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
診

断
・
治
療
に
尽
力
し
て
き
た
一
般

の
診
療
所
に
と
っ
て
、
経
営
改
善

に
は
全
く
つ
な
が
ら
な
い
も
の

だ
。

　

さ
ら
に
長
ら
く
政
府
が
目
論
ん

で
い
た
「
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
」
の

導
入
も
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
一
定
の
期
間
・
回
数
内
で
あ

れ
ば
、
患
者
は
医
師
の
診
察
を
受

け
ず
と
も
同
じ
処
方
箋
で
繰
り
返

し
薬
を
受
け
取
れ
る
も
の
で
、
患

者
の
来
院
回
数
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
が
狙
い
。
小
児
の
感
染
防
止
対

策
に
係
る
特
例
（
医
科
）
の
廃
止

も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
一
般
の

診
療
所
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
と
っ

て
、
本
体
プ
ラ
ス
改
定
は
ま
や
か

し
と
言
え
る
。

　

今
回
の
診
療
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改

定
は
、
岸
田
首
相
の
言
う
「
新
し

い
資
本
主
義
」
が
、
社
会
保
障
費

抑
制
路
線
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の

安
倍
・
菅
自
公
政
権
の
踏
襲
に
す

ぎ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。厚

労
省
へ
パ
ブ
コ
メ
提
出

　

改
定
率
を
踏
ま
え
て
、
後
藤
茂

之
厚
生
労
働
大
臣
は
１
月
14
日
に

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中

医
協
）
へ
改
定
内
容
を
諮
問
。
同

日
、「
令
和
４
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
係
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
整

理
」（
以
下
、「
議
論
の
整
理
」）

が
発
表
さ
れ
た
。
厚
労
省
は
１
月

14
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、「
議

論
の
整
理
」
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
。
協
会
は
リ

フ
ィ
ル
処
方
箋
導
入
反
対
等
の
意

見
を
提
出
し
た
（
上
表
）。
意
見

集
約
を
踏
ま
え
、
中
医
協
は
２
月

上
旬
に
改
定
内
容
を
後
藤
茂
之
厚

労
大
臣
へ
答
申
す
る
予
定
。

（
２
面
に
「
議
論
の
整
理
」
の
ポ

イ
ン
ト
を
掲
載
）

　

協
会
は
１
月
22
日
、
協
会
会
議
室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
政
策
研
究
会

「
２
０
２
２
年　

社
会
保
障
充
実
の
政
治
を
実
現
す
る
年
に
〜
保
団

連
の
政
策
と
運
動
方
針
〜
」
を
開
催
。
保
団
連
理
事
・
医
科
政
策
部

長
の
竹
田
智
雄
先
生
が
保
団
連
の
医
療
政
策
に
つ
い
て
解
説
し
、
会

場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
35
人
が
参
加
し
た
。

　

竹
田
先
生
は
、
１
月
29
・
30
両

日
に
開
催
さ
れ
る
第
50
回
保
団
連

定
期
大
会
方
針
案
を
基
に
講
演
し

た
。

　

医
療
を
め
ぐ
る
情
勢
と
し
て
、

安
倍
政
権
以
降
の
新
自
由
主
義
政

策
の
下
、
日
本
の
医
療
・
社
会
保

障
給
付
費
は
、
高
齢
化
度
合
い
か

ら
み
る
と
低
く
抑
え
ら
れ
続
け
て

い
る
と
紹
介
。
そ
の
こ
と
は
厚
労

省
も
認
め
て
い
る
と
し
、
社
会
支

出
の
拡
充
が
必
要
だ
と
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
医
療

機
関
の
経
営
危
機
が
生
じ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
医
療
を
支
え
る
保

険
医
療
機
関
の
減
収
を
国
の
責
任

で
補
填
す
べ
き
だ
と
指
摘
。
こ
れ

ま
で
の
政
府
に
よ
る
補
助
金
等
の

財
政
措
置
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
感
染
拡
大
に
よ
る
減

収
に
対
し
て
は
、
過
去
の
診
療
報

酬
支
払
い
実
績
に
基
づ
く
減
収
補

填
が
必
要
だ
と
し
た
。
感
染
拡
大

に
よ
る
医
療
崩
壊
へ
の
対
策
と
し

て
は
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
あ
る
人

が
入
院
で
き
る
だ
け
の
病
床
を
確

保
す
る
た
め
、
公
立
・
公
的
病
院

の
再
編
統
合
計
画
を
た
だ
ち
に
中

止
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
後
の
医
療
再
建
に
向
け

て
は
、
す
で
に
先
進
諸
国
で
は
、

法
人
税
率
の
引
き
上
げ
等
、
新
自

由
主
義
路
線
か
ら
の
修
正
が
始
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
保
団
連

の
財
源
の
提
案
と
し
て
、
応
能
負

担
を
徹
底
し
て
法
人
税
制
と
所
得

税
制
の
累
進
性
を
強
化
す
る
こ
と

や
、
正
規
雇
用
を
増
や
し
労
働
者

の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
保

険
料
収
入
を
確
保
す
べ
き
だ
と
強

調
し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
つ
い
て
は
、
岸
田
政
権
下
で
も

全
体
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
た

上
、
本
体
改
定
率
プ
ラ
ス
０
・
43

％
は
コ
ロ
ナ
危
機
以
前
の
前
回
改

定
率
よ
り
も
低
い
と
指
摘
。
補
助

金
を
含
め
て
も
医
療
機
関
の
経
営

水
準
は
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
て
お
ら

ず
、
疲
弊
し
た
医
療
現
場
の
抜
本

的
改
善
に
は
程
遠
い
と
し
た
。
ま

た
看
護
師
の
処
遇
改
善
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
治
療
等
を
担

う
病
院
勤
務
の
看
護
師
に
限
定
さ

れ
て
お
り
、
広
く
医
療
機
関
の
経

営
改
善
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な

い
と
改
善
を
求
め
た
。

　

歯
科
医
療
に
つ
い
て
は
、
歯
科

医
療
費
の
総
枠
拡
大
を
引
き
続
き

求
め
る
と
と
も
に
、
金
銀
パ
ラ
ジ

ウ
ム
の
材
料
価
格
を
市
場
価
格
に

基
づ
い
て
引
き
上
げ
る
こ
と
や
、

歯
科
技
工
物
の
保
険
点
数
の
引
き

上
げ
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
と
し

た
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
運
動
を
進
め

る
た
め
に
は
、
国
民
・
患
者
と
の

連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
し
、
こ
れ

ま
で
保
団
連
が
実
施
し
て
き
た
、

「
ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
署
名
」
や

「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
私
た
ち
の
医

療
（
ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
）」
企
画
の

よ
う
な
取
り
組
み
で
、
世
論
に
訴

え
て
い
く
と
語
っ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
患
者
窓
口
負

担
、
特
に
子
ど
も
の
受
診
時
負
担

は
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
を
早
期
に

表
明
す
べ
き
と
の
意
見
や
、
介
護

保
険
制
度
分
野
に
つ
い
て
の
保
団

連
政
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
、

拙
速
な
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
導
入
へ

の
懸
念
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
質
問

が
出
さ
れ
、
活
発
な
交
流
が
な
さ

れ
た
。

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時25分頃～毎週木曜19時25分頃～

２月10日　医療におけるやさしい日本語
２月17日　EDと生活習慣病

AM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHz

出演ご希望の先生は、☎078－393－1807まで

この件についてのお問い合わせは、☎078－393－1807まで

負担増の中止を医院で署名にご協力ください医院で署名にご協力ください
　政府は昨年、75歳以上の高齢者の
窓口負担を２割化する法案を可決
し、今年10月から導入する方針で
す。しかし、負担増は患者さんの受
診抑制に直結し、高齢者の健康をも
脅かすものです。
　協会は75歳以上の医療費窓口負担
２割化中止を求める署名活動に取り
組みます。署名用紙は２月中に医療
機関へお送りいたします。ぜひ医院
で署名にご協力ください。

◀
２
割
化
中
止
を
求
め
る
署
名

●初・再診料や入院料等、基本診療料そのものを引き上げるべき
● 診察なしに処方箋を反復活用することは、症状の変化に適した
処方ができなくなるため、リフィル処方箋の導入に反対

●対面診察の原則を崩す初診からのオンライン診療解禁には反対
● 後発医薬品の供給が不安定化しており、これまでの使用促進策
は見直すべき

表　厚労省「議論の整理」に対して提出した協会の意見（抜粋）
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安倍政権野田政権 岸田政権

図　自民党政権下で５回連続マイナス改定

保
団
連
大
会
で
の
政
策
方
針
に

つ
い
て
語
る
竹
田
先
生　
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◇
出
席　

20
人

◇
報
告
・
確
認
事
項　

保
団
連
大

会
（
１
／
29
〜
１
／
30
）
準
備
に

つ
い
て
、
大
会
代
表
を
西
山
、
宮

武
、
口
分
田
、
白
岩
、
永
本
、
鈴

田
各
先
生
、
次
期
代
議
員
と
し
て

西
山
、
口
分
田
、
白
岩
、
鈴
田
各

先
生
、
次
期
選
挙
管
理
委
員

（
正
）
と
し
て
口
分
田
先
生
を
登

録
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

◇
情
勢　

政
府
は
２
０
２
２
年
度

診
療
報
酬
に
つ
い
て
、
全
体
を
マ

イ
ナ
ス
改
定
と
す
る
方
向
で
調
整

に
入
っ
た
。
薬
価
を
マ
イ
ナ
ス
と

し
、
本
体
部
分
は
わ
ず
か
に
引
き

上
げ
る
方
向
で
検
討
す
る
。
診
療

報
酬
改
定
の
基
礎
資
料
と
な
る
２

０
２
０
年
度
の
「
医
療
経
済
実
態

調
査
」
で
は
、
一
般
病
院
の
１
施

設
当
た
り
の
利
益
率
は
マ
イ
ナ
ス

６
・
９
％
で
、
19
年
度
に
比
べ
悪

化
し
て
い
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

「
医
療
提
供

体
制
を
立
て
直
す
た
め
診
療
報
酬

の
大
幅
プ
ラ
ス
改
定
等
を
求
め
る

医
師
・
歯
科
医
師
要
請
署
名
」

（
目
標
２
０
０
０
筆
、
到
達
６
６

７
筆　

12
／
８
時
点
）
を
往
復
は

が
き
で
協
力
を
呼
び
か
け
る
こ

と
、「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の

医
療
」
募
集
を
11
月
末
で
終
了

し
、
12
／
８
現
在
３
３
９
８
通
の

返
送
だ
っ
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ

た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

①
秋
の
組
織
強
化
月
間
の
延

長
、
②
積
立
年
金
「
Ｄ
ｅ
ｆ
Ｌ
」

の
委
託
先
に
太
陽
生
命
を
加
え
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

◇
審
査
対
策
部
会　

保
団
連
近
ブ

ロ
の
「
近
畿
厚
生
局
管
内
で
実
施

し
て
い
る
個
別
指
導
等
に
関
す
る

要
望
」（
案
）
が
了
承
さ
れ
た
。

 

（
12
月
11
日　

理
事
会
よ
り
）

基
本
診
療
料
の
引
き
上
げ
こ
そ
必
要

診
療
報
酬
改
定
・
中
医
協「
議
論
の
整
理
」の
ポ
イ
ン
ト

診
療
報
酬
改
定
・
中
医
協「
議
論
の
整
理
」の
ポ
イ
ン
ト

　

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
関
す
る
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の

諮
問
を
受
け
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
は
１
月
14

日
、
改
定
内
容
の
「
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
整
理
」
を
発
表
し
た
。
医

科
・
歯
科
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
、
協
会
の
コ

メ
ン
ト
を
掲
載
す
る
。

医医  

科科

※ 

「
○
」
は
抜
粋
。
太
字
は
協
会
コ
メ
ン
ト

受
診
減
ら
す
リ
フ
ィ
ル
処
方

撤
回
す
べ
き

〇
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
等
に
も
対

応
で
き
る
効
率
的
・
効
果
的
で
質

の
高
い
医
療
提
供
体
制
の
構
築

（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者
の
外

来
、
入
院
、
在
宅
等
に
お
け
る
特

施
設
基
準
の
行
き
過
ぎ
た

厳
格
化
は
や
め
る
べ
き

◆
か
か
り
つ
け
歯
科
医
の
機
能
の

評
価
見
直
し

　

「
地
域
の
関
係
者
と
の
連
携
体

制
を
確
保
し
つ
つ
、
口
腔
疾
患
の

重
症
化
予
防
や
口
腔
機
能
の
維
持

・
向
上
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、

か
か
り
つ
け
歯
科
医
の
機
能
の
評

価
に
つ
い
て
、
地
域
に
お
け
る
連

携
体
制
に
係
る
要
件
及
び
継
続
的

な
口
腔
管
理
・
指
導
に
係
る
要
件

を
見
直
す
」

⇒

全
国
ど
の
医
療
機
関
で
も
、

う
蝕
や
歯
周
病
の
重
症
化
予
防
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
同
じ
処
置
行

為
に
対
し
て
の
点
数
の
差
別
化

は
、
患
者
が
混
乱
す
る
だ
け
で
あ

る
。「
か
強
診
」
の
施
設
基
準
要

件
を
地
域
に
お
け
る
多
職
種
連
携

へ
の
評
価
に
絞
る
な
ど
再
編
す
べ

き
だ
。

◆
質
の
高
い
在
宅
歯
科
医
療
の
提

供
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
の
見
直

し
　

「
①
歯
科
訪
問
診
療
の
実
態
を

踏
ま
え
、
20
分
未
満
の
歯
科
訪
問

診
療
の
評
価
を
見
直
す
。
②
在
宅

歯
科
医
療
に
お
け
る
在
宅
患
者
訪

問
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
及

び
小
児
在
宅
患
者
訪
問
口
腔
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
患
者
及

び
評
価
を
見
直
す
。
③
在
宅
療
養

支
援
歯
科
診
療
所
に
つ
い
て
、
歯

科
訪
問
診
療
や
医
療
機
関
の
実
態

を
踏
ま
え
、
評
価
の
在
り
方
を
見

直
す
」

⇒

歯
科
訪
問
診
療
の
拡
充
に
つ

な
が
る
見
直
し
を
す
べ
き
だ
。
①

歯
科
訪
問
診
療
料
の
時
間
要
件
を

廃
止
し
、
不
適
切
な
事
例
は
別
途

指
導
す
べ
き
。
②
歯
科
訪
問
診
療

料
を
算
定
す
る
た
め
の
施
設
基
準

届
出
は
不
要
。
③
「
同
一
建
物
」

「
単
一
建
物
」
の
考
え
方
を
見
直

し
、
建
物
や
人
数
で
評
価
を
分
け

ず
、
全
て
の
患
者
で
同
一
の
評
価

を
行
う
べ
き
。
④
病
診
連
携
で
、

周
術
期
以
外
で
も
必
要
な
歯
科
訪

問
診
療
を
認
め
る
こ
と
。

◆
患
者
・
国
民
に
と
っ
て
身
近
で

あ
っ
て
、
安
心
・
安
全
で
質
の
高

い
医
療
の
実
現
。
口
腔
疾
患
の
重

症
化
予
防
、
口
腔
機
能
低
下
へ
の

対
応
の
充
実
、
生
活
の
質
に
配
慮

し
た
歯
科
医
療
の
推
進

（
１
）「
歯
科
外
来
診
療
に
お
け

る
院
内
感
染
防
止
対
策
を
推
進

し
、
新
興
感
染
症
に
も
適
切
に
対

応
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
、
歯
科
初
診
料
に
お
け
る
歯

科
医
師
及
び
職
員
を
対
象
と
し
た

研
修
等
に
係
る
要
件
を
見
直
す
と

と
も
に
、
基
本
診
療
料
の
評
価
を

見
直
す
」

⇒
基
本
診
療
料
の
大
幅
引
き
上

げ
を
求
め
る
。「
歯
初
診
」
は
実

態
と
し
て
１
０
０
％
の
届
出
が
さ

れ
て
お
り
撤
廃
す
べ
き
だ
。
医
療

法
で
医
療
安
全
管
理
や
院
内
感
染

対
策
研
修
は
義
務
化
さ
れ
て
お
り

届
出
は
不
要
。
口
腔
内
に
直
接
触

れ
、
観
血
的
な
処
置
も
あ
る
歯
科

こ
そ
、
感
染
対
策
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
評
価
す
べ
き
だ
。
コ
ロ
ナ

陽
性
患
者
に
対
す
る
評
価
だ
け
で

な
く
す
べ
て
の
医
療
機
関
に
対
し

て
の
感
染
症
対
策
の
評
価
を
求
め

る
。

（
２
）「
歯
科
口
腔
疾
患
の
重
症

化
予
防
の
観
点
か
ら
、
以
下
の
見

直
し
を
行
う
。
①
全
身
の
健
康
に

も
つ
な
が
る
歯
周
病
の
安
定
期
治

療
及
び
重
症
化
予
防
治
療
に
つ
い

て
、
診
療
実
態
を
踏
ま
え
て
評
価

の
在
り
方
を
見
直
す
。
②
フ
ッ
化

物
洗
口
指
導
及
び
フ
ッ
化
物
歯
面

塗
布
処
置
に
つ
い
て
、
現
在
の
罹

患
状
況
等
を
踏
ま
え
、
対
象
患
者

を
見
直
す
」

⇒

①
Ｐ
重
防
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
へ
の
移

行
期
間
３
カ
月
と
い
う
規
定
を
見

直
し
、
患
者
の
状
態
に
よ
っ
て
移

行
で
き
る
よ
う
に
改
め
る
こ
と
。

Ｅ
Ｐ
Ｐ
の
指
標
だ
け
で
は
な
く
、

骨
吸
収
や
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
ロ
ス

を
考
慮
し
た
ル
ー
ル
に
見
直
す
べ

き
。
一
物
二
価
の
Ｓ
Ｐ
Ｔ
（
Ⅰ
）

と
（
Ⅱ
）
に
つ
い
て
も
評
価
の
在

り
方
を
根
本
的
に
見
直
す
べ
き
。

②
フ
ッ
化
物
洗
口
指
導
及
び
フ
ッ

化
物
歯
面
塗
布
処
置
に
つ
い
て

は
、
障
が
い
児
・
者
、
エ
ナ
メ
ル

質
形
成
不
全
患
者
、
８
番
な
ど
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
が
し
に
く
い
部
位
、

二
次
う
蝕
の
発
生
し
や
す
い
部

位
、
在
宅
療
養
患
者
、
有
病
者
、

周
術
期
な
ど
、
よ
り
広
い
年
齢
層

や
状
態
の
患
者
に
応
用
で
き
る
よ

う
、
対
象
患
者
を
広
げ
る
べ
き
。

（
４
）「
歯
科
固
有
の
技
術
に
つ

例
的
な
評
価
の
継
続
な
ど
）

⇒

コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら
か
に
な
っ
た

医
療
提
供
体
制
の
脆
弱
さ
を
改
善

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
も
含
め
た
今
後

の
感
染
拡
大
に
も
余
力
を
持
っ
て

対
応
で
き
る
よ
う
、
初
・
再
診
料

や
入
院
料
等
、
基
本
診
療
料
そ
の

も
の
を
引
き
上
げ
る
べ
き
。

〇
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
担
う
医

療
機
関
の
体
制
に
つ
い
て
、
初
診

料
「
機
能
強
化
加
算
」
の
要
件
見

直
し

⇒

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」
と
い

う
厚
労
省
の
尺
度
で
医
療
機
関
を

選
別
し
て
加
算
等
で
評
価
す
る
の

で
は
な
く
、
す
べ
て
の
診
療
所
や

病
院
が
地
域
医
療
で
担
っ
て
い
る

役
割
を
正
当
に
評
価
し
、
初
・
再

診
料
そ
の
も
の
を
引
き
上
げ
る
べ

き
。

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
初
診
の
評
価
の
新

設
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
係
る

特
例
的
な
措
置
に
お
け
る
実
態
も

踏
ま
え
、
情
報
通
信
機
器
を
用
い

た
場
合
の
再
診
や
医
学
管
理
等
、

在
宅
医
療
に
つ
い
て
の
要
件
及
び

評
価
の
見
直
し

⇒

初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

恒
久
化
は
対
面
診
察
の
原
則
を
崩

す
も
の
で
あ
り
、
体
調
変
化
や
疾

患
の
見
落
と
し
に
も
つ
な
が
る
。

〇
一
定
期
間
内
に
処
方
箋
を
反
復

利
用
で
き
る
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の

仕
組
み
の
新
設

⇒

医
師
の
診
察
を
省
略
し
て
処
方

箋
を
反
復
利
用
す
る
こ
と
は
、
医

師
が
症
状
の
変
化
に
適
し
た
処
方

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。

〇
後
発
医
薬
品
の
使
用
割
合
が
高

い
医
療
機
関
に
重
点
を
置
い
た
評

価
と
す
る
た
め
、
後
発
医
薬
品
使

用
体
制
加
算
等
に
つ
い
て
の
要
件

見
直
し

⇒

後
発
医
薬
品
を
は
じ
め
医
薬
品

の
供
給
が
不
安
定
化
し
て
い
る
な

か
、
後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進
策

の
見
直
し
・
転
換
を
行
う
こ
と
こ

そ
が
必
要
。

〇
紹
介
状
な
し
で
受
診
し
た
患
者

等
か
ら
定
額
負
担
を
徴
収
す
る
責

務
が
あ
る
病
院
の
対
象
範
囲
の
見

直
し
。
当
該
医
療
機
関
に
お
け
る

定
額
負
担
の
対
象
患
者
に
つ
い

て
、
そ
の
診
療
に
係
る
保
険
給
付

範
囲
及
び
定
額
負
担
の
額
等
の
見

直
し

⇒

紹
介
状
な
し
初
診
の
定
額
負
担

の
拡
大
は
、
患
者
の
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
を
い
っ
そ
う
阻
害
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。「
保
険
給
付
範
囲

及
び
定
額
負
担
の
額
等
の
見
直

し
」
は
、
事
実
上
の
初
・
再
診
料

の
保
険
外
し
で
あ
る
。

〇
一
般
病
棟
用
の
重
症
度
、
医
療

・
看
護
必
要
度
の
判
定
の
評
価
項

目
と
入
院
料
の
評
価
の
見
直
し

⇒

入
院
料
の
評
価
は
「
重
症
度
、

医
療
・
看
護
必
要
度
」
基
準
の
一

層
の
厳
格
化
で
は
な
く
、
看
護
配

置
に
よ
る
評
価
を
重
視
す
べ
き
。

〇
標
準
的
算
定
日
数
を
超
え
て
リ

ハ
ビ
リ
を
行
う
場
合
に
お
け
る
疾

患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
の

要
件
見
直
し

⇒

疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
の
算
定
日
数

上
限
そ
の
も
の
を
撤
廃
し
、
医
療

上
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
は
介
護
保
険

で
は
な
く
医
療
保
険
で
継
続
し
て

行
え
る
よ
う
に
す
べ
き
。

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
の
活
用
に
関
す
る
評
価
の
新
設

⇒

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
被
保

険
者
証
と
し
て
利
用
す
る
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
」
を

推
進
す
る
こ
と
は
、
患
者
の
個
人

情
報
漏
洩
の
リ
ス
ク
や
受
付
業
務

の
煩
雑
化
な
ど
、
大
き
な
問
題
が

あ
る
。

歯歯  

科科

い
て
、
以
下
の
見
直
し
を
行
う
。

①
歯
冠
形
成
の
メ
タ
ル
コ
ア
加
算

に
つ
い
て
、
診
療
の
実
態
を
踏
ま

え
、
廃
止
す
る
。
②
歯
周
基
本
治

療
処
置
に
つ
い
て
、
診
療
の
実
態

も
踏
ま
え
て
廃
止
す
る
と
と
も

に
、
基
本
診
療
料
の
評
価
の
見
直

し
等
を
行
う
。
③
歯
科
用
貴
金
属

の
基
準
材
料
価
格
に
つ
い
て
、
素

材
価
格
の
変
動
状
況
を
踏
ま
え
、

随
時
改
定
の
方
法
等
を
見
直
す
。

④
歯
科
技
工
料
調
査
の
結
果
等
を

踏
ま
え
、
歯
冠
修
復
及
び
欠
損
補

綴
等
の
評
価
を
見
直
す
」

⇒

「
補
管
」
の
廃
止
と
、
歯
科

固
有
の
技
術
料
の
大
幅
な
引
き
上

げ
は
不
可
欠
で
あ
る
。
ス
タ
デ
ィ

モ
デ
ル
や
義
歯
の
補
強
線
な
ど
は

再
評
価
す
る
こ
と
。
同
一
初
診
１

回
限
り
の
算
定
制
限
の
改
善
、
処

置
・
手
術
に
か
か
る
浸
麻
の
算
定

制
限
、
特
に
処
置
等
に
使
用
し
た

麻
酔
薬
剤
料
は
す
べ
て
算
定
で
き

る
よ
う
改
善
す
べ
き
だ
。
赤
字
で

あ
る
フ
ァ
イ
バ
ー
コ
ア
の
間
接
法

の
評
価
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。
メ

タ
ル
コ
ア
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
、
廃
止
は
反
対
。

　

「
Ｐ
基
処
」
は
月
１
回
の
制
限

こ
そ
不
合
理
で
あ
る
。
歯
周
ポ
ケ

ッ
ト
洗
浄
は
必
要
が
あ
れ
ば
随
時

算
定
可
能
に
す
べ
き
で
、
廃
止
に

反
対
。
廃
止
し
た
財
源
の
み
で
の

歯
科
初
・
再
診
料
の
評
価
見
直
し

で
な
く
、
総
枠
拡
大
を
す
べ
き
。

　

金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
問
題
は
、
素
材

価
格
で
な
く
市
場
価
格
の
変
動
に

対
応
す
べ
き
。
随
時
改
定
が
さ
ら

に
頻
回
に
実
施
さ
れ
て
も
現
場
で

の
事
務
負
担
は
問
題
な
い
。
逆
ザ

ヤ
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
自
体

が
異
常
で
あ
る
こ
と
を
中
医
協
は

再
認
識
す
べ
き
。
そ
も
そ
も
補
綴

物
の
技
術
料
、
技
工
料
は
著
し
く

低
い
。
国
家
資
格
で
あ
る
歯
科
技

工
士
の
劣
悪
な
労
働
条
件
を
改
善

し
、
感
染
防
止
対
策
の
補
助
金
は

歯
科
技
工
所
も
対
象
に
加
え
よ
。

※ 

太
字
は
協
会
コ
メ
ン
ト

　　　　　　　本紙前号（１月25日付、第1995号）４面掲載の「医科保険請
求Ｑ＆Ａ」の本文Ａ１での「二類感染症患者入院診療加算」（250点）の説明
に誤りがございました。お詫びして訂正します（下線部が訂正箇所）。
　誤：県より発熱等診療・検査医療機関に指定されており、新型コロナの診
療・検査が可能であることを自院のホームページ等で公表している医療機関
に限ります。
　正：県より発熱等診療・検査医療機関に指定されており、県のホームペー
ジで公表されている医療機関に限ります。

お詫びと訂正

日　時　２月27日（日）14時～15時30分
会　場　協会５階会議室（Zoom併用）
講　師　横浜市・港町診療所・内科医　山村　淳平先生

＜講師プロフィール＞
　1990年代にアジア・アフリカにおいて被災民・難民救援活動に従事。
2000年代から日本で移民・難民支援に取り組む。著書に『移民がやって
きた』（現代人文社）など

Zoom参加希望者は、https://onl.tw/Zk8Rr2gもしくは
右のQRコードからお申し込みください。

来場参加をご希望の方は、☎078－393－1807まで

国際部研究会

移民・難民コミュニティでの医療



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２２年(令和４年)２月５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第１９９６号

近畿反核医師懇談会・第２回金融機関調査結果
　

兵
庫
県
は
「
健
康
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
―
第
３

次
―
」
と
「
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例

（
仮
称
）」
の
制
定
に
あ
た
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
。「
健
康
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
」

は
政
策
運
動
広
報
委
員
会
が
、「
歯
と
口
腔
の
健

康
づ
く
り
推
進
条
例
（
仮
称
）」
は
歯
科
部
会
が

検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
１
月
13
日
、
14
日
に
、
県
に

対
し
意
見
を
送
付
し
た
。

　

「
健
康
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
」

は
、
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
に
基

づ
き
、
県
の
健
康
づ
く
り
施
策
の

基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
、
２

０
１
２
年
に
策
定
さ
れ
た
。
今
回

県
が
策
定
す
る
第
３
次
プ
ラ
ン

は
、
２
０
２
２
年
か
ら
26
年
に
か

け
て
の
５
年
間
の
計
画
と
な
る
。

　

第
３
次
プ
ラ
ン
案
に
は
、
基
本

的
事
項
と
し
て
「
年
齢
を
問
わ
ず

誰
も
が
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
」「
健
康
づ
く
り
の

取
組
は
、
個
人
が
行
う
だ
け
で
は

な
く
、（
中
略
）
社
会
全
体
が
重

要
な
課
題
と
し
て
認
識
し
、
一
人

ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
こ
と
が
大
切
」
と
し
、
県
民
、

医
療
関
係
者
、
事
業
者
、
市
町
、

県
な
ど
の
責
務
を
定
め
、
社
会
全

体
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
と

し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
政
策
運
動
広

報
委
員
会
は
、
憲
法
25
条
に
定
め

ら
れ
て
い
る
生
存
権
を
保
障
し
、

個
人
が
健
康
な
生
活
水
準
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
医
療
・
介
護
の

平
等
な
提
供
や
経
済
的
格
差
の
是

正
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
各
地
域

に
根
差
し
た
十
分
な
医
療
提
供
体

制
確
保
、
社
会
保
障
の
拡
充
、
公

平
な
雇
用
の
提
供
な
ど
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
十
分
な
予
算

を
確
保
す
る
べ
き
だ
と
指
摘
し

た
。

　

以
下
に
協
会
が
県
に
提
出
し
た

意
見
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

①
経
済
格
差
を
健
康
格
差
に
つ
な

げ
な
い
た
め
、
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
の
受
診
促
進
に
お
い

て
、
特
定
健
診
へ
の
補
助
の
拡
大

を
明
記
す
る
こ
と
。
が
ん
検
診
の

受
診
促
進
に
関
し
て
、
県
民
、
企

業
、
関
係
団
体
へ
の
補
助
の
拡
大

を
明
記
す
る
こ
と

②
携
帯
端
末
に
対
応
し
た
健
康
づ

く
り
チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー
ル
を
普
及
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
高
齢
者
等
、

通
信
機
器
を
持
た
な
い
人
の
た
め

に
も
従
来
の
ツ
ー
ル
の
運
用
を
継

続
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と

③
介
護
予
防
の
取
り
組
み
支
援
に

関
し
て
、
自
治
体
の
介
護
保
険
利

用
抑
制
策
な
ど
で
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
必
要
と
す
る
人
が
介
護
保
険

の
利
用
を
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
明

記
す
る
こ
と

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
マ
ス
ク
着
用
な
ど
を

徹
底
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
マ
ス

ク
着
用
が
困
難
で
あ
る
人
へ
の
偏

見
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策
を
明

記
す
る
こ
と

⑤
災
害
発
生
時
の
対
応
に
つ
い

て
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
の
長

期
の
生
活
は
健
康
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
か
ら

　

条
例
案
は
基
本
方
針
と
し
て
、

「
む
し
歯
や
歯
周
病
及
び
口
腔
が

ん
そ
の
他
の
歯
科
疾
患
の
予
防
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
推
進
、

口
腔
機
能
の
維
持
向
上
に
総
合
的

に
取
り
組
む
」「
県
民
が
そ
の
居

住
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
年
齢
、

性
別
、
心
身
の
状
態
そ
の
他
の
事

情
に
応
じ
た
歯
科
保
健
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
及
び
必
要
な
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
推
進
す
る
」
と

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
兵
庫

復
興
住
宅
へ
の
早
期
転
居
を
進
め

る
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と

⑥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
関
し
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や

迅
速
抗
原
検
査
の
拡
充
に
つ
い
て

明
記
す
る
こ
と

県
、
市
町
、
歯
科
医
療
関
係
者

等
、
県
民
な
ど
の
責
務
を
定
め
、

県
民
の
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り

の
推
進
施
策
を
行
う
こ
と
を
定
め

て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
協
会
歯
科
部

会
は
、
条
例
を
定
め
る
に
あ
た
っ

て
は
憲
法
25
条
に
定
め
る
生
存
権

に
基
づ
き
、
国
は
も
と
よ
り
地
方

自
治
体
に
よ
る
社
会
保
障
の
充
実

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
歯
と
口

腔
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
県

民
の
全
身
の
健
康
を
と
り
ま
く
社

会
的
状
況
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ

と
、
予
算
措
置
を
十
分
に
講
じ
て

市
町
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
兵

庫
県
と
し
て
の
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し

た
。

　

以
下
に
協
会
が
県
に
提
出
し
た

意
見
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

①
学
校
歯
科
健
診
後
の
追
跡
調
査

を
行
っ
て
要
受
診
と
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
未
受
診
が
多
い
実
態

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
き
め
細

か
い
対
応
を
実
施
し
、
背
景
に
あ

る
貧
困
と
格
差
の
是
正
を
視
野
に

入
れ
た
対
策
を
行
う
こ
と

②
学
校
歯
科
健
診
で
不
正
咬
合
な

ど
矯
正
治
療
が
必
要
と
診
断
さ
れ

た
際
の
治
療
費
に
つ
い
て
、
県
独

自
に
助
成
を
行
う
こ
と

③
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
充

実
さ
せ
、
県
の
施
策
と
し
て
中
学

校
卒
業
ま
で
窓
口
負
担
を
無
料
に

す
る
こ
と

④
今
年
10
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い

る
後
期
高
齢
者
の
２
割
化
に
対
し

て
、
国
に
対
し
て
県
と
し
て
中
止

の
要
請
を
行
う
こ
と
。
高
齢
期
移

行
者
助
成
制
度
を
充
実
さ
せ
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
は
１
割
負
担
と

な
る
よ
う
助
成
す
る
こ
と

⑤
節
目
健
診
だ
け
で
な
く
生
涯
を

通
じ
た
県
の
施
策
の
実
施
と
と
も

に
、
歯
科
健
診
と
妊
婦
歯
科
健

診
、
口
腔
が
ん
検
診
を
県
下
す
べ

て
の
歯
科
医
療
機
関
に
お
い
て
無

料
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と⑥
歯
科
技
工
士
と
歯
科
衛
生
士
の

就
業
と
働
く
環
境
を
後
押
し
す
る

公
的
支
援
す
る
施
策
の
実
施
、
県

内
に
歯
科
技
工
士
養
成
学
校
を
再

度
整
備
す
る
こ
と

⑦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
も
と
で
、
感
染
防
止
対
策

を
行
っ
て
県
民
に
歯
科
医
療
を
提

供
し
て
い
る
歯
科
医
療
機
関
と
歯

科
技
工
所
に
対
し
て
、
県
と
し
て

独
自
の
助
成
制
度
を
設
け
る
こ
と

「
健
康
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
―
第
３
次
―
」

「
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例（
仮
称
）」

経
済
格
差
を
健
康
格
差
に

つ
な
げ
な
い
政
策
を

歯
科
受
診
促
進
へ

県
は
あ
ら
ゆ
る
方
策
示
せ

兵
庫
県
へ
健
康
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
（
第
３
次
）
等
の
パ
ブ
コ
メ
提
出

憲
法
25
条
に
基
づ
い
た
予
算
拡
充
を
求
め
る

大手金融機関は
 “核兵器禁止条約を重視”

　

近
畿
各
県
の
協
会
・
反
核
医
師

の
会
な
ど
で
つ
く
る
近
畿
反
核
医

師
懇
談
会
は
、
昨
年
12
月
19
日
に

「
金
融
機
関
の
核
兵
器
製
造
企
業

へ
の
投
融
資
に
関
す
る
第
２
回
調

査
」
の
結
果
報
告
会
を
開
催
し
、

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
が
報
道
し
た
。
兵

庫
協
会
の
武
村
義
人
副
理
事
長
が

報
告
し
、
京
都
医
科
協
会
の
飯
田

哲
夫
理
事
が
挨
拶
、
和
歌
山
協
会

の
松
井
和
夫
理
事
が
司
会
を
務
め

た
。

　

こ
れ
は
金
融
機
関
に
核
兵
器
製

造
関
連
企
業
へ
の
投
融
資
を
禁
止

さ
せ
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
歩
み
を

進
め
る
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「Don`t bank on the bomb

（DBOB

）」
に
、
近
畿
反
核
医
師

懇
談
会
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
つ
く
り
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
。

　

調
査
は
、
昨
年
８
月
〜
10
月
に

か
け
て
、
２
２
９
金
融
機
関
（
銀

行
等
１
５
８
行
、
生
命
保
険
会
社

42
社
、
損
害
保
険
会
社
29
社
）
に

公
開
質
問
状
を
送
付
し
、
三
井
住

友
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
み
ず
ほ
の
三

大
メ
ガ
バ
ン
ク
を
含
む
25
機
関

（
銀
行
等
17
行
、
生
命
保
険
会
社

プ
や
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
は
「
そ
の
他
」
で

「
認
識
し
て
い
る
」
と
回
答
、

「
条
約
を
知
ら
な
い
、
分
か
ら
な

い
」
と
し
た
の
は
、
地
方
銀
行
４

社
（
21
％
）
だ
っ
た
。

　

核
兵
器
関
連
の
製
造
に
か
か
わ

る
企
業
へ
の
投
融
資
に
関
し
て
ポ

リ
シ
ー
を
持
っ
て
い
る
か
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
持
っ
て
お
り
、
与

信
供
与
、
投
資
共
に
し
て
い
な

い
」
が
９
社
（
48
％
）、「
持
っ
て

お
り
、
融
資
は
核
兵
器
に
使
わ
れ

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
与
信

供
与
、
投
資
は
問
題
な
い
と
考
え

て
い
る
」
が
４
社
（
21
％
）、「
特

別
な
ポ
リ
シ
ー
は
な
い
」
が
４
社

（
21
％
）、
そ
の
他
が
１
社
（
５

％
）
と
な
っ
た
（
図
）。
三
井
住

友
、
り
そ
な
、
オ
リ
ッ
ク
ス
銀

行
、
富
国
生
命
、
第
一
生
命
な
ど

が
「
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
て
お
り
、

与
信
供
与
、
投
資
共
に
し
て
い
な

い
」
と
回
答
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
は
そ

の
他
と
し
て
「
核
兵
器
の
製
造
を

資
金
使
途
と
す
る
融
資
を
禁
じ
て

い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

　

核
兵
器
自
体
の
み
で
な
く
、
核

兵
器
の
運
搬
手
段
と
し
て
の
ミ
サ

イ
ル
や
誘
導
装
置
、
レ
ー
ダ
ー
な

い
」
は
Ｆ
Ｗ
Ｄ
富
士
生
命
保
険
の

み
だ
っ
た
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
知

っ
て
い
る
か
と
の
質
問
に
対
し
て

は
、
９
社
（
47
％
）
が
「
内
容
ま

で
知
っ
て
い
る
」、
３
社
（
16

％
）
が
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
存
在

は
知
っ
て
い
る
」
と
回
答
、「
聞

い
た
こ
と
が
な
い
」
は
７
社
（
37

％
）
で
、
三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
り
そ
な
・
富
国
生

命
・
第
一
生
命
な
ど
大
手
金
融
機

関
は
ほ
と
ん
ど
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

内
容
を
知
っ
て
い
る
と
回
答
し
て

い
る
。

　

武
村
先
生
は
、「
今
回
の
調
査

結
果
か
ら
、
大
手
金
融
機
関
は
核

兵
器
禁
止
条
約
の
内
容
を
『
重

視
』
ま
た
は
『
認
識
』
し
、『
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
』
へ
の
関
心
の
高
ま
り

や
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
広

が
る
な
か
、
金
融
機
関
の
な
か
で

核
兵
器
兵
器
へ
の
投
融
資
を
控
え

る
動
き
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と

が
読
み
取
れ
る
」
と
し
た
。

　

一
方
、
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
Ｐ
Ａ
Ｘ
」
の
調
査
で
は
、
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・

オ
リ
ッ
ク
ス
・
三
井
住
友
ト
ラ
ス

ト
は
核
兵
器
製
造
企
業
に
投
資
を

し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
武
村
先
生
は
、

「
大
手
金
融
機
関
の
ポ
リ
シ
ー

は
、
核
兵
器
の
製
造
へ
の
投
融
資

に
限
っ
て
禁
止
し
て
お
り
、
製
造

企
業
の
そ
の
他
事
業
へ
の
投
融
資

は
制
限
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

と
考
え
ら
れ
る
」
と
考
察
し
た
。

　

松
井
先
生
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の

調
査
で
、
核
兵
器
製
造
企
業
が
政

府
に
ロ
ビ
ー
活
動
で
１
３
０
億
円

を
投
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
核
兵
器
製
造
企
業

は
利
益
を
得
る
た
め
、
核
保
有
国

に
核
兵
器
の
継
続
保
持
を
求
め
て

お
り
、
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
広
げ

る
こ
と
が
核
廃
絶
実
現
の
力
と
な

る
」
と
強
調
し
た
。

※
本
報
告
の
模
様
や
調
査
結
果
の

詳
細
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
設
サ

イ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
。「
反

核　

Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
」
で
検
索
い
た
だ

き
た
い
。

アンケート結果を報告する武村先生（中央）

５
社
、
損
害
保
険
会
社
３

社
）
か
ら
回
答
が
あ
っ

た
。
う
ち
、
６
社
は
投
融

資
を
行
っ
て
い
な
い
等
の

理
由
に
よ
り
回
答
を
差
し

控
え
る
と
の
回
答
だ
っ
た

た
め
、
実
質
19
社
の
回

答
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
内

容
を
重
視
し
て
い
る
か
と

の
質
問
に
対
し
、「
重
視

し
て
い
る
」
と
し
た
の
は

三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
や
り
そ
な
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ズ
、
富
国

生
命
、
第
一
生
命
、
三
井

住
友
ト
ラ
ス
ト
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
な
ど
11

社
（
58
％
）
で
、
み
ず
ほ

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

ど
の
製
造
も
核

兵
器
の
製
造
に

か
か
わ
る
投
融

資
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
か
尋

ね
た
と
こ
ろ
、

三
井
住
友
、
り

そ
な
、
オ
リ
ッ

ク
ス
銀
行
な
ど

９
社
（
47
％
）

が
「
考
え
て
い

る
」
と
回
答
、

「
分
か
ら
な

い
」
が
５
社

（
26
％
）
で
、

「
考
え
て
い
な

持っており、
与信供与、
投資共に
していない

持っており、融資は核兵器に
使われないことを確認した上で
与信供与、投資は問題ないと
考えている

特別な
ポリシーはない

その他 ５％
無回答 ５％

48％

21％

21％

図　核兵器関連の製造にかかわる企業への投融資に
関してポリシーを持っていますか？　　　
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　電源開発が長崎県西海市の松島火力発電所２号機（超臨界圧、出力50万kW）
にガス化設備を増設しようとしている計画に対し、環境省は12月16日、環境影響
評価に基づく環境大臣意見を発表した。日本政府が2030年の温室効果ガス削減目
標を引き上げてから初めて出された、石炭火発に対する大臣意見だったが、事実
上計画を容認する内容となっている。
　本計画は、稼働から40年が経過した同火発に対し、ガス化設備を増設する「ア
ップサイクル」と、将来的にバイオマスやアンモニア等のカーボンフリー代替燃
料の導入及びCCUS（二酸化炭素の回収・有効利用・貯留）を組み合わせること
により、CO2 削減を目指すというものである。
　これに対し、大臣意見は、「石炭火力発電を巡る環境保全に係る国内外の状況
を十分認識し、可能な限り早期にバイオマスやアンモニア等のカーボンフリー代
替燃料の導入を進めること」や日本の温室効果ガス削減目標との整合性が図られ
るような「二酸化炭素排出削減の取組への道筋が描けない場合には事業実施の再
検討を含め、あらゆる選択肢を勘案して検討すること」などを求めている。
　しかし、今回の計画で示されたガス化設備による温室効果ガス削減はわずか６
％であると指摘されているが、意見ではこの点について全く検証されていない。
カーボンフリー代替燃料の導入の推進は、日本政府が温暖化対策として強く打ち
出しているが、これらの生成には大量の電気が必要とされるため実際の排出削減
効果はわずかで、さらにコストが高く技術的には確立していないもので、温暖化
対策とはいえない内容だ。
　また、硫黄酸化物や窒素酸化物のなどの大気汚染物質も現状よりは削減される
とされているものの、他の石炭火発に比べて排出量が多いにも関わらず、意見で
は必要に応じた追加措置を求めるにとどまっている。
　温室効果ガス・大気汚染物質の具体的な削減効果・目標や新たな設備導入の期
限なども示さず、全体的な目標に対して抽象的な対策だけを求めるのみで、老朽
石炭火発を延命させることを容認している。
　私たちは医師・歯科医師の団体として、健康被害や地球温暖化防止の観点か
ら、本意見書を見直し、計画の撤回を求める内容とすることを求める。

声　明  2022年１月26日

長崎県・松島火力発電所２号機「アップサイクル」計画
環境省は撤回を求めよ

 兵庫県保険医協会
 第1146回理事会　

　電源開発が、老朽火発である松島火力発電所２号機にガス化設備を増設しよう
としている計画を環境大臣が事実上容認したことに対し、協会は第1146回理事会
にて計画の撤回を求める声明を採択し、関係機関に送付した。

保
険
診
療
法
制
研
究
会

基
本
知
識
と
し
て

請
負
契
約
を
押
さ
え
よ
う

　

小
牧
英
夫
協
会
顧
問
弁
護
士
な
ど
の
弁
護
士
ら
が
、
審
査
・
指
導

問
題
な
ど
、
開
業
保
険
医
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ
い
て
学
ん
で
い

る
保
険
診
療
法
制
研
究
会
。
昨
年
12
月
２
日
、
35
回
目
の
研
究
会
が

協
会
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
５
人
が
参
加
。
協
会
か
ら
、
西
山
裕
康

理
事
長
が
出
席
し
た
。
與
語
信
也
弁
護
士
の
報
告
を
紹
介
す
る
。

　

現
在
、
保
険
診
療
法
制
研
究
会

で
は
、
開
業
医
向
け
の
基
本
的
な

法
的
知
識
に
つ
い
て
の
冊
子
の
作

成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
物
件
を
借
り
る
際
の

賃
貸
借
契
約
や
内
外
装
工
事
等
の

請
負
契
約
に
関
す
る
注
意
点
に
つ

い
て
議
論
し
ま
し
た
。
こ
の
分
野

は
医
院
開
設
の
み
な
ら
ず
、
日
常

生
活
で
も
よ
く
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

の
で
、
基
本
的
な
法
的
知
識
と
し

て
押
さ
え
て
お
く
べ
き
で
し
ょ

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
「
個
別
指
導
に
帯
同
す
る
弁
護
士
、
各

協
会
指
導
・
監
査
問
題
担
当
役
員
・
事
務
局
交
流
会
」
を
昨
年
10
月

30
日
に
大
阪
協
会
で
開
催
し
、
近
畿
厚
生
局
管
内
の
帯
同
弁
護
士
ら

が
個
別
指
導
や
弁
護
士
帯
同
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
野
田
倫
子
弁
護

士
の
報
告
を
紹
介
す
る
。

尾
美
幸
弁
護
士
よ
り
行
政
指
導
問

題
に
関
す
る
弁
護
士
会
の
取
り
組

み
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、

各
協
会
指
導
・
監
査
問
題
担
当
役

員
の
方
々
か
ら
現
場
で
の
日
々
の

問
題
意
識
を
踏
ま
え
た
ご
意
見
等

が
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
も
と
て
も
勉

強
に
な
っ
た
。

　

西
弁
護
士
の
提
起
は
い
ず
れ
も

重
要
な
問
題
点
で
あ
っ
た
。
特

　

先
日
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
＋
福
井

県
保
険
医
協
会
に
よ
る
交
流
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

初
め
に
大
阪
の
西
晃
弁
護
士
よ

り
、
弁
護
士
帯
同
や
指
導
の
任
意

性
、
自
主
返
還
に
関
す
る
四
つ
の

問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
次
に
、
兵

庫
の
小
牧
英
夫
弁
護
士
よ
り
「
指

導
」
問
題
の
基
本
的
視
点
に
つ
い

て
の
報
告
、
そ
の
後
、
京
都
の
松

し
た
の
に
対
し
、
厚
労
省
は
、
任

意
の
協
力
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
つ
つ
も
、「
あ
ま
り
に
任
意
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る

と
、
実
際
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

な
い
方
が
で
て
く
る
」
と
本
音
を

も
ら
し
つ
つ
、
技
官
に
よ
る
暴
言

事
例
に
対
す
る
抗
議
が
繰
り
返
さ

に
、「
指
導
に
監
査
の
手
法
が

用
い
ら
れ
て
い
る
問
題
」
と

「
カ
ル
テ
の
記
載
と
診
療
報
酬

請
求
権
の
問
題
」
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
９
年
４
月
に
兵
庫

協
会
事
務
局
と
顧
問
弁
護
士
ら

で
実
施
し
た
厚
労
省
要
請
時

に
、
厚
労
省
担
当
者
と
や
り
と

り
し
た
点
が
含
ま
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
次
の
通
り
、
同
要
請

時
の
や
り
と
り
の
一
部
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

指
導
の
実
施
通
知
に
、
カ
ル

テ
等
の
持
参
は
任
意
協
力
で
あ

る
旨
を
明
記
す
べ
き
だ
と
指
摘

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
厚

生
労
働
行
政
の
一
環
と
し
て
指
導

担
当
者
に
対
す
る
懇
切
丁
寧
な
指

導
を
徹
底
す
る
べ
く
努
力
し
て
い

る
旨
の
釈
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
カ
ル
テ
記
載
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
無
診
療

請
求
等
の
不
正
請
求
だ
と
決
め
つ

け
が
な
さ
れ
る
指
導
の
実
態
に
つ

い
て
、
厚
労
省
は
「
カ
ル
テ
記
載

が
不
十
分
＝
架
空
請
求
と
い
う
の

は
私
も
乱
暴
だ
と
思
う
。
算
定
要

件
を
み
た
し
て
い
な
い
の
で
返
還

は
仕
方
な
い
が
、
カ
ル
テ
に
書
か

れ
て
い
な
い
か
ら
診
療
行
為
を
行

っ
て
い
な
い
と
判
断
す
る
の
は
行

き
過
ぎ
だ
と
思
う
」
と
述
べ
て
い

た
。

　

厚
労
省
と
の
こ
の
よ
う
な
や
り

取
り
か
ら
、
診
療
報
酬
を
保
険
者

に
請
求
す
る
た
め
の
カ
ル
テ
記
載

事
項
を
定
め
た
算
定
要
件
は
通
達

に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
実
際

に
診
療
を
行
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

仮
に
カ
ル
テ
に
記
載
が
な
く
と

も
、
何
ら
か
の
方
法
で
そ
れ
を
行

っ
た
こ
と
を
説
明
・
証
明
で
き
れ

ば
、
請
求
は
で
き
る
と
い
う
こ
と

等
が
確
認
さ
れ
た
。

　

問
題
の
本
質
は
、
指
導
と
監
査

が
連
動
し
て
い
る
制
度
設
計
自
体

に
あ
る
。
今
後
も
、
指
導
現
場
で

は
、
監
査
と
は
一
線
を
画
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
理
解
し

て
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
同
日
の
交
流
会

で
西
弁
護
士
も
ご
指
摘
さ
れ
て
い

た
。

　

こ
れ
ま
で
の
各
協
会
で
の
指
導

現
場
で
の
対
応
や
、
問
題
事
例
に

対
す
る
抗
議
や
厚
労
省
と
の
懇
談

な
ど
の
地
道
な
取
り
組
み
は
、
比

較
的
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
の
実

感
が
あ
る
。
今
後
も
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
で
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
と
同
時
に
、
今
後
は
、
国

民
医
療
の
条
件
整
備
の
担
い
手
で

あ
る
保
険
医
療
行
政
と
の
間
で
、

ど
の
よ
う
に
し
て
相
互
に
協
力

し
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
く

の
か
が
一
つ
の
課
題
と
い
え
る
。

【
神
戸
花
く
ま
法
律
事
務
所

 

弁
護
士　

野
田　

倫
子
】

う
。
そ
の
他
、
医
院
の
事
業
承
継

や
閉
院
の
際
の
法
的
問
題
点
や
、

医
師
・
職
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
罹

患
し
た
場
合
の
診
療
に
つ
い
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
も
含
め
議
論
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
30
日
に
開
催

さ
れ
た
保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
各

協
会
と
福
井
県
保
険
医
協
会
主
催

の
弁
護
士
・
協
会
役
員
交
流
会
で

議
論
さ
れ
た
「
弁
護
士
帯
同
の
役

割
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
当
研
究
会
で
も
、
個
別
指

導
に
お
け
る
弁
護
士
帯
同
の
重
要

性
に
つ
い
て
は
た
び
た
び
報
告
し

て
お
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
弁
護

士
帯
同
は
当
然
の
権
利
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
の
が

現
実
で
す
。
兵
庫
県
に
お
い
て

も
、
ま
だ
ま
だ
情
報
発
信
の
必
要

性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

【
神
戸
花
く
ま
法
律
事
務
所

 

弁
護
士　

與
語　

信
也
】

弁護士らが請負契約等について議論

報 告 報 告

指
導
問
題
の
根
底
に

監
査
と
の
連
動

「指導」問題を法的観点から報告する
小牧英夫弁護士　　　　　　　　　　

なるほど ?

員員

稿稿

会

投

ホイホイ漫画㉕
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
帯
同
弁
護
士
交
流
会

外来で診る感染外来で診る感染
～気道感染症・尿路感染症～～気道感染症・尿路感染症～

日　時　２月19日（土）16時～
会　場　協会５階会議室（Zoom併用）　　会場定員　40人（先着順）
講　師　 済生会兵庫県病院 経営管理部参事　AST専従
 　竹村　敏也先生

来場参加をご希望の方は、☎078－393－1840まで

薬科部研究会

Zoom参加希望者は、https://bit.ly/3C7JDYoもしくは右
のQRコードからお申し込みください。
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感 想 文
　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
兵
庫
連
絡
会
は
、
11
月
23

日
、
前
川
喜
平
元
文
部
科
学
事
務

次
官
を
講
師
に
、
協
会
会
議
室
に

て
市
民
学
習
会
「
子
ど
も
・
若
者

の
貧
困
と
教
育
そ
し
て
歯
科
医

療
」
を
開
催
し
た
（
昨
年
12
月
15

日
付
既
報
）。
参
加
し
た
傳
春
光

先
生
よ
り
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
の

で
紹
介
す
る
。

　

元
文
部
科
学
事
務
次
官
か
ら
み

た
歯
科
医
療
に
つ
い
て
関
心
が
あ

り
参
加
し
ま
し
た
が
、
時
間
切
れ

で
お
話
が
足
り
な
か
っ
た
の
は
残

念
で
し
た
。
政
界
の
裏
話
と
し

て
、
一
昨
年
の
２
月
、
当
時
の
安

倍
首
相
が
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
全

国
一
斉
休
校
を
発
令
し
た
際
、
菅

官
房
長
官
（
当
時
）
は
反
対
し
た

と
の
こ
と
！　

こ
れ
に
関
し
て

は
、
菅
氏
は
ま
と
も
だ
と
い
う
表

現
は
お
も
し
ろ
い
も
の
で
し
た
。

島
根
県
知
事
は
自
身
で
お
か
し
い

と
判
断
し
、
休
校
に
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
自
分
の
意
思
を
通
す
役
人

が
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

一
斉
休
校
は
、
学
習
の
遅
れ
と

学
習
格
差
を
拡
大
さ
せ
、
さ
ら
に

は
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
や
自
殺
の

増
加
な
ど
の
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た

そ
う
で
す
。
家
庭
環
境
に
よ
り
ま

す
が
、
母
、
父
、
他
人
の
協
力
に

よ
る
家
庭
学
習
と
塾
通
い
で
学
校

に
行
か
ず
と
も
勉
強
で
き
た
子
ど

も
も
い
ま
す
が
、
３
分
の
１
は
誰

も
勉
強
を
み
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
家
で
食
事
が
取
れ
ず
、
学
校

給
食
が
子
ど
も
唯
一
の
栄
養
源
と

な
っ
て
い
る
貧
困
家
庭
も
あ
る
と

聞
き
、
わ
れ
わ
れ
の
置
か
れ
て
い

る
境
遇
が
い
か
に
幸
せ
か
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

「
高
校
で
は
必
ず
し
も
数
学
Ⅰ

が
必
修
で
あ
る
必
要
は
な
い
」
と

の
発
言
に
は
驚
き
ま
し
た
。
確
か

に
分
数
の
計
算
も
で
き
な
い
高
校

生
も
い
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
予
備
校
講
師

の
林
修
さ
ん
は
、

一
番
大
切
な
教
科

は
数
学
だ
と
発
言

さ
れ
て
い
ま
す
。

物
事
を
論
理
的
に

考
え
ら
れ
る
の
は

数
学
的
思
考
が
あ

る
か
ら
で
、
教
育

課
程
に
お
い
て
は

高
校
数
学
も
重
要

な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」兵
庫
連
絡
会
市
民
学
習
会

市
民
の
生
活
状
況
の

認
識
が
大
切「

ク
ラ
イ
・

 

マ
ッ
チ
ョ
」

白岩一心
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「
許
さ
れ
ざ
る
者
」「
ミ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
リ
バ
ー
」「
ア
メ

リ
カ
ン
・
ス
ナ
イ
パ
ー
」「
グ

ラ
ン
・
ト
リ
ノ
」「
運
び
屋
」

な
ど
、
数
え
き
れ
な
い
名
作
を

生
み
出
し
て
き
た
、
１
９
３
０

年
生
ま
れ
の
巨
匠
ク
リ
ン
ト
・

イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
氏
が
、
90
歳

を
超
え
て
も
現
役
の
監
督
・
製

作
・
主
演
を
務
め
た
最
新
作
映

画
「
ク
ラ
イ
・
マ
ッ
チ
ョ
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　

落
ち
ぶ
れ
た
元
ス
タ
ー
の
老

人
が
、
親
の
愛
情
を
知
ら
な
い

少
年
と
と
も
に
メ
キ
シ
コ
を
旅

す
る
中
で
「
本
当
の
強
さ
」
と

い
う
新
た
な
価
値
観
に
目
覚
め

て
い
く
、
勇
敢
な
姿
を
描
い
た

人
間
ド
ラ
マ
で
す
。
１
９
７
５

年
に
発
刊
さ
れ
た
Ｎ
・
リ
チ
ャ

ー
ド
・
ナ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
小
説

の
映
画
化
作
品
で
す
。

　

か
つ
て
数
々
の
賞
を
獲
得

し
、
ロ
デ
オ
界
の
ス
タ
ー
と
し

て
一
世
を
風
靡
し
た
主
人
公
マ

イ
ク
・
マ
イ
ロ
（
ク
リ
ン
ト
・

イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
氏
）
で
し
た

が
、
落
馬
事
故
を
き
っ
か
け
に

落
ち
ぶ
れ
て
い
き
、
自
暴
自
棄

に
陥
り
、
家
族
も
離
散
し
ま

す
。
そ
の
後
カ
ウ
ボ
ー
イ
と
し

て
、
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
マ
イ
ク
は

元
の
雇
い
主
か
ら
「
メ
キ
シ
コ

に
い
る
元
妻
と
生
活
す
る
10
代

の
息
子
ラ
フ
ォ
を
誘
拐
し
て
連

れ
戻
し
て
ほ
し
い
」
と
懇
願
さ

れ
、
過
去
の
恩
義
を
返
す
た

め
、
こ
の
難
題
を
引
き
受
け
ま

す
。
マ
イ
ク
は
メ
キ
シ
コ
に
赴

き
、
闘
鶏
用
の
ニ
ワ
ト
リ
〝
マ

ッ
チ
ョ
〞
だ
け
を
抱
え
て
親
の

愛
情
を
知
ら
ず
に
生
き
て
き
た

ラ
フ
ォ
を
半
ば
誘
拐
の
よ
う
な

形
で
さ
ら
い
、
警
察
や
ラ
フ
ォ

の
母
親
が
放
っ
た
追
手
を
く
ぐ

り
抜
け
て
、
ア
メ
リ
カ
国
境
を

目
指
し
ま
す
。
旅
路
で
は
予
想

外
の
困
難
や
思
わ
ぬ
出
会
い
が

待
ち
受
け
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
「
誰
も
信
じ
な
い
」

と
心
を
閉
ざ
し
て
い
た
ラ
フ

ォ
。
し
か
し
な
が
ら
、
老
い
や

弱
さ
も
含
め
た
自
身
の
姿
を
さ

ら
け
出
し
て
生
き
方
を
示
し
て

く
れ
る
マ
イ
ク
の
「
本
当
の
強

さ
」
に
憧
れ
を
抱
き
は
じ
め
、

次
第
に
心
を
許
し
て
い
く
と
こ

ろ
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
年
の
差

を
超
え
、
旅
先
の
街
で
触
れ
合

う
人
々
や
荒
く
れ
た
馬
を
介
し

て
結
び
つ
く
人
た
ち
の
姿
が
、

勇
ま
し
く
も
あ
り
、
言
葉
に
な

ら
な
い
衝
動
に
も
駆
ら
れ
ま

す
。

　

今
ま
で
に
、
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ

ド
氏
は
、
何
度
と
な
く
「
強
い

男
」
を
演
じ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
作
品
で
は
、
彼
が
体
現
す

る
「
本
当
の
意
味
で
の
強
さ
」

と
は
、
貧
困
・
格
差
や
人
種
差

別
、
現
代
の
生
き
づ
ら
さ
に
負

け
ず
に
前
を
向
い
て
人
生
を
歩

ん
で
い
く
こ
と
だ
と
示
し
て
い

ま
す
。
進
む
べ
き
進
路
を
見
失

い
が
ち
な
現
代
社
会
で
、
世
界

中
の
人
た
ち
の
心
に
、
希
望
の

明
か
り
を
灯
し
て
く
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
映
画
館
の
大
ス
ク
リ

ー
ン
で
鑑
賞
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

Ⓒ2021 Warner Bros. Ent. 
All Rights Reserved　　

歯
科
医
師

◇
勤
務
地　

尼
崎
市
稲
葉
荘

４
―
６
―
27　

尼
崎
医
療
生

活
協
同
組
合　

生
協
歯
科

◇
保
険
中
心
に
口
腔
外
科
、

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
自
費
補

綴
、
歯
周
病
治
療
、
医
科
歯

科
連
携
に
て
全
身
管
理
な

ど
。
社
会
保
険
完
備
、
福
利

厚
生
充
実

◇
常
勤　

７
０
０
万
円
〜
１

３
５
０
万
円　

経
験
に
応
じ

優
遇

◇
ア
ル
バ
イ
ト　

時
給
３
５

０
０
〜
４
０
０
０
円

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
06

―
４
８
６
９
―
４
１
２
０　

担
当
・
内
山
ま
で

　

教
育
資
金
一
括
贈
与
が
非
課
税

に
な
る
制
度
が
あ
る
こ
と
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
も
な
く

し
て
よ
い
と
、
税
金
の
応
能
負
担

の
強
化
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
医
師
・
歯
科
医
師
の
日

常
は
、
同
業
の
関
係
者
と
接
す
る

こ
と
が
多
く
な
り
が
ち
で
す
。
一

般
市
民
の
生
活
状
況
を
し
っ
か
り

と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

気
づ
か
さ
れ
た
講
演
会
で
し
た
。

【
高
砂
市
・
歯
科　
傳　
　

春
光
】

市民と医療者の協同を訴える前川氏

月刊保団連　臨時増刊号

『保険医の経営と税務　2022』
会員頒価 1,000円（送料込）

Ｂ5判 213ページ

新刊のご案内

確
定
申
告
と
日
常
業
務
の
双
方
に
対
応
。
医

業
所
得
の
計
算
、
損
益
計
算
書
の
作
成
、
措

置
法
の
選
択
、
確
定
申
告
書
の
記
載
例
な
ど

詳
述
。
そ
の
他
、
承
継
・
閉
院
、
ス
タ
ッ
フ

の
税
務
と
給
与
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
や
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
な
ど
も
解
説

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

確定申告個別相談会確定申告個別相談会
日　時　 ３月５日（土）、３月６日

（日）、13時～16時のうち
１時間

会　場　協会会議室
費　用　
相談料（相談のみの方） １万円
申告書自己提出の方 ２万円
措置法26条による申告書作成 ３万円～
青色申告等実額による申告書作成 ５万円～
※ ４日前までに要事前予約。
　先着順に受付

確定申告直前の最終確認、総仕上げに！

　身体所見の重要性は理解していても、何を診たらいいのかわからな
い、教えてくれる人がいない、と嘆いている方はまだまだ少なくない
のかもしれません。もともと初期研修医・医学生を含めた若手医師向
けに、どんな時にどんな身体所見を取ることによって、診断や重症度
判定の検査前確率を上げられるのか、ということを意識した「身体所
見の小テスト」というWSを開催してきました。それを、複数疾患に
罹患している高齢者を診るにあたって、「これだけは診られるよう
に！」とポイントを絞った「高齢者診療における身体診察のエッセン
ス」として、簡単で現場に直結する所見を、みんなで楽しく理解して
もらうWSに進化（?）させました。
　事前配布問題をみてもらっていると円滑かもしれませんし、Ｇノー
トという商業誌の2020年２月号に「誰でもできる！高齢者の身体診
察」としてもまとめていますので、お時間があればご笑覧ください。
医師以外の方もお気軽に参加できる内容です。 【川島　記】

日　時　２月26日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　市立福知山市民病院　研究研修センター長兼総合内科医長

 川島　篤志先生
参加費　無料

高齢者診療における
身体診察のエッセンス

第582回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

URL（https://is.gd/MDxLop）、または
右のQRコードからお申し込みください。

来場参加をご希望の方は、
 ☎078－393－1840まで

参加者への事前配布資料：https://is.gd/NrbXC5
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保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）
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－739－ 神戸市立医療センター中央市民病院循環器内科部長　　古川　　裕先生講演

心不全－その病態から新規薬物治療まで－（下）

図３　2021年JCS/JHFS GL フォーカスアップデートに
おける心不全治療アルゴリズム 　　　　　

（前号からのつづき）

新規心不全治療薬
　心不全（とくにHFrEF）の予後改
善のための心保護薬といえば、ACE
阻害薬／ARB、β遮断薬、ミネラル
コルチコイド受容体拮抗薬という時
代が長年続いたが、最近、以下に述
べる新しい治療薬が次々と日本の診
療の場に登場した。

１）イバブラジン
　正常の心拍は洞結節の自動能で調
節されており、洞結節の自動能は
HCN４チャネルを介した内向きの過
分極活性化陽イオン電流（If）で調
整されているが、イバブラジンはそ
れを選択的に阻害し、脱分極を遅ら
せることで、心拍数を下げる作用が
ある。その機序と第III相試験での対
象患者から考えても、治療対象は、
洞調律で頻拍傾向（ 75bpmが一応
の目安）のHFrEF患者ということに
なる。特有の副作用に光視症がある
こと、光視症は可逆的であり通常薬
剤の減量や中止により軽快すること
を知っておく必要がある。

２）ARNI（サクビトリルバルサルタン）
　ARNIはARBとネプリライシン阻
害薬の作用を併せ持つ薬剤で、
ANP、BNPといった内因性のナトリ
ウム利尿ペプチドの分解を阻害し、
これらの心不全への治療効果を高め
るとともに、ARBの作用によりアン
ジオテンシンIIの有害な作用を阻害
する。HFrEFを対象とした第III相試
験では、ACE阻害薬であるエナラプ
リルと比較して治療期間中の心血管
死＋初回心不全入院を約20％有意に
減少させた。HFmrEFやHFpEF患者
の一部でも治療効果が期待される。
　ただし降圧作用が強いので、血圧
が低めの患者の治療には注意を要す

る。また、治療中の血漿中BNP値は
心不全が改善している状態でも投与
前より上昇することがあることも知
っておく必要がある。

３）SGLT２阻害薬
　糖尿病治療薬として開発された
SGLT２阻害薬は、糖尿病患者を対
象とする臨床試験で心不全関連イベ
ントを抑制することがクラスエフェ
クトとして示され、次いで、ダパグ
リフロジン、エンパグリフロジンは
糖尿病の有無に関係なくHFrEF患者
の心血管死／心不全入院を抑制する
ことが示された。最近、従来効果が
証明された薬物治療がなかった、
HFpEF患者の心不全入院を抑制する
効果もあることが示され、SGLT２
阻害薬の今後の展開が期待されてい
る。

４）ベルイシグアト
　これまで述べた薬剤と比べて最も
新しく、2021年９月に日本で使用可
能となった薬剤である。作用機序と
しては、血管平滑筋細胞や心筋細胞
内の可溶性グアニル酸シクラーゼを
活性化させることにより、NOへの
感受性を高めるとともにNOに依存
しないcGMP産生も亢進させ、血管
拡張作用や心筋の肥大・線維化の抑
制作用を示すと考えられている。第
III相試験は、最近心不全イベントを
生じたLVEF＜45％の患者を対象に
行われたことから、標準的な心保護
薬の内服下でも心不全入院や静注利
尿薬投与といったイベントを生じた
HFrEF患者への追加投与が良い適応
である。

　以上のうち、発売されたばかりの
ベルイシグアトを除き、他の薬剤は
すでに2021年の急性・慢性心不全診
療に関するJCS/JHFS ガイドライン

フォーカスアップデート版にも記載
されており（図３）、ARNI、SGLT
２阻害薬はHFrEFに対する基本治療
薬に、イバブラジンは適応となる症
例がより限られるため併用薬に位置
付けられている。

おわりに
　高齢心不全患者の増加により地域
全体での心不全診療の向上が求めら
れている。そのためには、心不全診
療における効果的な地域連携の構築

が必須で、当地に限らず、日本の各
地域で、今まさにその構築が進行中
である。最近、立て続けに新規心不
全治療薬が日本の臨床の場で使用可
能となった。新規心不全治療薬を安
全で効果的に活用するために、心不
全診療に携わる全ての医療機関の多
くの職種の方々が、心不全と各薬剤
特性とを正しく理解する必要があ
る。
（2021年９月18日、薬科部研究会よ
り）

新規心不全治療薬のうち、ARNI、SGLT２阻害薬は基本薬として、イバブラジ
ンは併用薬として記載されている。（2021年JCS/JHFS ガイドライン　フォー
カスアップデート版　急性・慢性心不全診療．日本循環器学会／　日本心不全
学会合同ガイドラインより）
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保険医協会の共済制度をおすすめします ☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで

天災やコロナ禍で休診した損害に

８月１日から制度改善 もっといい制度に！
改善① 入院は１日目からお支払い
改善② 自宅療養の免責は３日に短縮
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保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

次回受付は
４月１日開始！


